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七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
。こ
の
数
字
を

聞
い
て
あ
な
た
は
何
を
想
像
す
る
だ

ろ
う
か
。こ
れ
は
日
本
の
人
口
の
左

利
き
の
人
や

AB型
の
人
の
割
合
に

も
ほ
ぼ
一
致
す
る
数
字
だ
そ
う
だ
。

し
か
し
、
今
か
ら
話
そ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と

で
は
な
い
。
実
は
こ
の
数
字
は
、
あ
る

団
体
が
調
査
し
た
日
本
の
レ
ズ
ビ

ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、

ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
の
性
的

少
数
者
の
割
合
な
の
だ
。こ
の
数
字

を
多
い
と
捉
え
る
か
少
な
い
と
捉
え

る
か
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
私
は
と

て
も
多
い
よ
う
に
感
じ
る
。
私
の
周

り
だ
け
で
も
左
利
き
の
人
や

AB型
の

人
は
何
人
も
い
る
。
そ
れ
を
性
的
少

数
者
の
人
数
に
置
き
換
え
て
考
え
て

み
る
と
、
性
的
少
数
者
は
、
認
識
さ
れ

て
い
な
い
だ
け
で
か
な
り
の
数
が
い

る
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
最
近
、
メ
デ
ィ
ア
で
の
オ
ネ

エ
ブ
ー
ム
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
フ
リ
ー
の

風
潮
に
よ
っ
て
、
性
的
少
数
者
と
そ

う
で
な
い
人
と
の
壁
は
徐
々
に
低
く

な
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
抱

き
合
っ
て
じ
ゃ
れ
る
同
性
ど
う
し
の

友
だ
ち
を
見
て
、
同
級
生
が
「
お
ま
え

ら
ホ
モ
か
よ
。
」
と
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
り
、
女
っ
ぽ
い
話
し
方
や
し

ぐ
さ
が
目
立
つ
男
子
を
笑
っ
た
り
す

る
と
い
う
こ
と
は
ま
だ
見
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
、
私
は
非
常
に
残
念

な
気
持
ち
に
な
る
。
そ
れ
ら
の
言
動

に
は
、
無
意
識
で
あ
れ
性
的
少
数
者

を
差
別
す
る
心
が
表
れ
て
い
る
こ
と

を
感
じ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

私
は
生
ま
れ
て
き
た
と
き
に
女
性

と
い
う
性
を
受
け
た
。
し
か
し
、
物
心

つ
い
た
と
き
か
ら
、
常
に
男
、
女
ど
ち

ら
の
性
で
も
い
た
い
、
と
い
う
気
持
ち

を
持
っ
て
い
る
。フ
リ
ル
や
リ
ボ
ン

の
つ
い
た
女
の
子
ら
し
い
物
が
あ
ま

り
好
き
で
は
な
く
、ス
カ
ー
ト
を
履

く
と
い
う
こ
と
も
恥
ず
か
し
か
っ

た
。
小
学
生
の
頃
は
、
ク
ラ
ス
の
男
の

子
の
よ
う
に
一
人
称
が
「
俺
」
だ
っ

た
頃
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
成
長
す

る
に
つ
れ
て
周
り
の
女
の
子
の
友
だ

ち
が
綺
麗
に
、
お
し
ゃ
れ
に
な
っ
て

い
く
の
を
見
て
、
自
分
が
女
と
い
う

性
で
生
ま
れ
て
き
た
こ
と
へ
の
喜
び

も
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、い
つ
し
か
自
分
の
心
の
中
に

男
性
の
よ
う
に
も
女
性
の
よ
う
に

も
あ
り
た
い
と
い
う
二
つ
の
思
い
が

存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
こ

と
を
自
覚
し
た
と
き
、
目
の
前
の
霧

が
ぱ
っ
と
晴
れ
た
よ
う
な
気
持
ち

に
な
っ
た
こ
と
を
鮮
明
に
記
憶
し
て

い
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、「
ど
う
し
よ

う
」
と
い
う
不
安
と
戸
惑
い
の
気
持

ち
が
芽
生
え
た
。「
自
分
は
お
か
し
い

人
間
な
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い

が
頭
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
と
回
っ
た
。

こ
の
こ
と
を
打
ち
明
け
て
し
ま
っ
た

ら
、
両
親
、
祖
父
母
、
親
戚
、
親
し
い
友

だ
ち
、
全
て
の
人
が
私
と
今
ま
で
の

よ
う
に
接
し
て
く
れ
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
、
と
一
瞬
恐
ろ
し
く
な
っ

た
の
だ
。

私
が
こ
の
よ
う
な
不
安
と
戸
惑
い

の
気
持
ち
を
抱
い
た
の
は
、
人
間
は

誰
で
も
自
分
と
は
違
う
も
の
を
否
定

し
た
く
な
る
性
質
を
持
っ
て
い
る
と

私
自
身
が
考
え
て
い
る
か
ら
だ
。
そ

の
よ
う
な
性
質
は
性
的
少
数
者
だ

け
で
は
な
く
、
有
色
人
種
、
障
が
い

者
、
在
日
外
国
人
な
ど
へ
の
差
別
意

識
に
も
通
じ
て
い
る
と
思
う
。で
は

な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
差
別
意
識
が
育

っ
て
き
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
。
私

は
、
原
因
は
家
庭
環
境
や
幼
い
頃
の

経
験
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
人
間
の
成
長
し
て
い
く
過
程
で

幼
少
期
は
、
保
護
者
や
身
近
な
人
の

影
響
を
受
け
や
す
い
時
期
だ
。
そ
う

い
っ
た
時
期
に
家
庭
内
や
学
校
な
ど

で
の
会
話
や
雰
囲
気
の
端
々
に
差
別

意
識
が
存
在
す
る
と
、
そ
の
情
報
を

一
気
に
吸
収
し
、
自
分
の
考
え
の
一

部
と
な
っ
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

今
の
私
に
は
、
自
分
の
性
の
認
識

へ
の
恥
ず
か
し
さ
は
全
く
な
い
。
そ

れ
は
き
っ
と
、
私
の
育
っ
て
き
た
環

境
や
様
々
な
も
の
と
の
出
会
い
が
影

響
し
て
い
る
。
思
え
ば
私
は
小
さ
い

頃
か
ら
両
親
を
通
じ
て
多
様
な
人
と

の
出
会
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
中
に
は

数
人
の
同
性
愛
者
の
男
性
も
い
て
、

い
つ
も
あ
り
の
ま
ま
に
堂
々
と
生
き

る
そ
の
姿
を
私
は
と
て
も
美
し
い
と

感
じ
た
。
ま
た
、
私
の
大
好
き
な
女

性
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
は
両
性
愛
者

だ
。
彼
女
は
自
身
の
曲
や
生
き
方
な

ど
を
通
し
て
人
と
違
う
こ
と
は
誇
り

に
思
う
べ
き
個
性
な
の
だ
と
教
え
て

く
れ
た
。
そ
の
他
に
も
、
本
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
知
り
得
た
性
的

少
数
者
に
つ
い
て
の
こ
と
な
ど
、
す

べ
て
が
私
に
「
身
体
は
女
で
も
心
は

両
性
」
と
い
う
性
の
あ
り
方
を
「
一
つ

の
個
性
」
と
い
う
風
に
思
わ
せ
て
く

れ
た
。

昨
年
十
一
月
に
は
、
渋
谷
区
で
同

性
カ
ッ
プ
ル
に
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
証
明
書
を
発
行
す
る
と
い
う

制
度
が
作
ら
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
同

性
愛
者
だ
け
で
な
く
様
々
な
性
的
少

数
者
に
対
す
る
社
会
の
理
解
が
深

ま
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
差
別

意
識
と
い
う
も
の
を
完
全
に
な
く
す

の
は
実
際
に
は
か
な
り
難
し
い
こ
と

だ
と
思
う
。
か
く
言
う
私
も
「
あ
な

た
は
今
、
差
別
意
識
を
全
く
持
っ
て

い
な
い
の
か
。
」
と
問
わ
れ
る
と
す
ぐ

に
「
は
い
。
」
と
は
答
え
ら
れ
な
い
。
だ

が
こ
の
多
様
な
世
界
を
生
き
て
ゆ
く

中
で
私
た
ち
に
は
、
自
分
の
思
う
「
普

通
」
が
世
間
の
「
常
識
」
な
の
だ
と
い

う
考
え
を
捨
て
、
新
た
な
視
点
を
持

つ
こ
と
の
で
き
る
柔
軟
な
姿
勢
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
人
を
性
別
や
見
た
目
で
判
断

せ
ず
、
そ
の
人
の
持
つ
「
そ
の
人
ら
し

さ
」
を
一
つ
の
「
個
性
」
と
し
て
、
受
け

入
れ
る
こ
と
の
で
き
る
世
の
中
に
な

っ
て
ほ
し
い
と
思
う
。
ど
ん
な
個
性

を
持
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
人

は
「
か
け
が
え
の
な
い
人
」
に
変
わ
り

は
な
い
の
だ
か
ら
。

私私をを生生ききるる

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
教
室

【
日
時
】

12月

20日

午
前

10時
～
午

後

1時

【
会
場
】
新
宿
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
分

館
（
高
田
馬
場
１
―

32―

10）

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、

20名

【
内
容
】
こ
ん
に
ゃ
く
に
関
す
る
健
康

の
話
と
こ
ん
に
ゃ
く
芋
か
ら
こ
ん
に

ゃ
く
作
り

【
費
用
】

650円
（
材
料
費
等
）

【
持
ち
物
】エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、手
ふ
き

【
主
催
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
に

2

面
記
入
例
の
と
お
り
記
入
し
、

11月

25日
（
必
着
）
ま
で
に
新
宿
区
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー

O
B会（

〒

1
6
9・

0
0

7
5新

宿
区
高
田
馬
場

1―

32―

10、
新
宿
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
分
館
内
）

へ
。
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

【
問
合
せ
】
新
宿
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー


（

5
2
7
3）

3
8
3
4へ

。

新
宿
中
央
公
園
植
物
ク
ラ
ブ


都
心
で
紅
葉
を
楽
し
も
う

【
日
時
】

11月

22日

午
前

10時
～

12時

【
講
師
】
古
田
満
規
子
・
緑
花
文
化
士

【
持
ち
物
】
ル
ー
ペ
（
拡
大
鏡
）
ほ
か

【
集
合
場
所
・
申
込
み
】
電
話
で

11月

21日

ま
で
に
同
公
園
管
理
事
務
所

（
西
新
宿
２
―

11―
１
）

（

3
3
4

2）

4
5
0
9へ

。

起
業
家
セ
ミ
ナ
ー

①
起
業
家
の
方
程
式

【
日
時
】

12月

3日

・

4日

、
い
ず

れ
も
午
後

1時
～

5時
、
全

2日

【
会
場
】
高
田
馬
場
創
業
支
援
セ
ン
タ

ー
（
高
田
馬
場

1―

32―

10）

【
対
象
】
新
規
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
で

事
業
拡
大
を
目
指
す
方
、

12名

【
内
容
】
欧
米
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の

取
り
組
み
、
職
業
と
し
て
の
起
業
家

の
あ
り
方
と
基
礎
知
識
ほ
か
（
講
師

は
李
東
烈
・

N
P
O法

人
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
理
事
長
）

【
費
用
】

1日

500円
（
交
流
会
費
等
）

②
小
さ
な
お
店
の
た
め
の

　

W
e
b集

客
セ
ミ
ナ
ー

【
日
時
】

12月

6日

午
後

3時
～

5

時

30分

【
会
場
】
日
本
政
策
金
融
公
庫
新
宿
支

店
（
西
新
宿

1―

14―

9）

【
対
象
】
実
店
舗
で
の
創
業
を
目
指
す

方
、
創
業
し
て
間
も
な
い
方
、

32名

【
内
容
】

W
e
b集

客
の
考
え
方
と
ト

レ
ン
ド
、
実
践
方
法
・
事
例
紹
介
ほ
か

（
講
師
は
戎
井
一
憲
・
㈱

A
L
P
H
A

代
表
取
締
役
）

【
申
込
み
】

11月

17日

か
ら
電
話
か

フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー
ル
（

2面
記

入
例
の
ほ
か
、
希
望
セ
ミ
ナ
ー
（
①
②

の
別
）
と
現
在
の
仕
事
内
容
を
記
入
）

で
、
高
田
馬
場
創
業
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
田
馬
場

1―

32―

10）（

3
2
0

5）

3
0
3
1・


（

3
2
0
5）

1
0

0
7・


in

c
u
@

sh
in

ju
k
u
-c

e
n
te

r.

jp
へ
。
先
着
順
。

リ
サ
イ
ク
ル
講
座

①
ベ
ラ
ン
ダ
で
で
き
る

　
生
ご
み
た
い
肥
作
り

【
日
時
】

12月

10日

午
後

1時
～

3時

【
持
ち
物
】
前
日
ま
た
は
当
日
の
野
菜

ご
み
、
筆
記
用
具

②
大
掃
除
の
工
夫

　
～
ア
ク
リ
ル
た
わ
し
作
り

【
日
時
】

12月

17日

午
後

1時
～

3時

【
持
ち
物
】
ア
ク
リ
ル
極
太
毛
糸

1巻

（
約

30ｇ
）
、
か
ぎ
針
、
は
さ
み
ほ
か

…
…
…
〈
以
下
共
通
〉
…
…
…

【
対
象
】
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
、
①
は

25名
、
②
は

30名

【
費
用
】

100円
（
資
料
代
）

【
共
催
】
新
宿
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
活
動

の
会

【
会
場
・
申
込
み
】
往
復
は
が
き
（

1枚

に
付
き

1講
座
）
に

2面
記
入
例
の

と
お
り
記
入
し
、

11月

25日
（
必
着
）

ま
で
に
新
宿
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン

タ
ー
（
〒

1
6
9・

0
0
7
5高

田
馬

場

4―

10―

2）

（

5
3
3
0）

5

3
7
4（

月
曜
日
休
館
）
へ
。
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
。

　
新
宿
エ
コ
自
慢
ポ
イ
ン
ト

は
、
買
い
物
の
際
に
マ
イ
バ
ッ

グ
を
使
い
レ
ジ
袋
を
断
る
、
電

気
使
用
量
を
削
減
す
る
な
ど
、

エ
コ
な
行
動
を
ポ
イ
ン
ト
化
す

る
仕
組
み
で
す
。

1月
～

12月
に

た
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
、

12月

28日


ま
で
景
品
と
交
換
で
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
交
換
は
お
早
め
に

窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。



29年

1月
か
ら
の
変
更
点

★
新
た
な
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
対
象

　
（

1回
に
付
き

1ポ
イ
ン
ト
）

▼
廃
食
油
を
新
宿
・
西
早
稲
田

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン
タ
ー
、

環
境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
に
持

参
、
▼
新
宿
・
西
早
稲
田
リ
サ
イ

ク
ル
活
動
セ
ン
タ
ー
の
お
も
ち

ゃ
修
理
ま
た
は
洋
服
リ
フ
ォ
ー

ム
・
包
丁
研
ぎ
を
利
用

★
ポ
イ
ン
ト
の

計
算
を
一
部
変
更

▼
節
電
（
電
気
使
用
量
の
前
年

同
月
比
）
…
変
更
前
／

1
kw
h

減
で

1ポ
イ
ン
ト
、
変
更
後
／

5
kwｈ

減
で

1ポ
イ
ン
ト
、
▼
環

境
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
等
で
実

施
す
る
環
境
講
座
の
受
講
…
変

更
前
／

1講
座
に
付
き

1ポ
イ

ン
ト
、
変
更
後
／

1講
座
に
付

き

3ポ
イ
ン
ト


ポ
イ
ン
ト
の
登
録
・

　
ポ
イ
ン
ト
交
換
受
付
場
所

▼
新
宿
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
セ
ン

タ
ー
（
高
田
馬
場

4―

10―

2）
、
▼
西
早
稲
田
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
セ
ン
タ
ー
（
西
早
稲
田

3―

19―

5）
、
▼
環
境
学
習
情

報
セ
ン
タ
ー
（
西
新
宿

2―

11

―

4、
新
宿
中
央
公
園
内
）
、

▼
ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル
課
ご

み
減
量
計
画
係

【
問
合
せ
】ご
み
減
量
リ
サ
イ
ク
ル

課
ご
み
減
量
計
画
係（
本
庁
舎

7

階
）（

5
2
7
3）

3
3
1
8へ

。

　
区
民
の
声
委
員
会
は
、
区
政
に
関
す
る
苦
情
を
処
理
す
る
第
三
者

的
な
機
関
で
す
。

3人
の
委
員
が
、
受
け
付
け
た
苦
情
を
公
正
・
中
立

に
処
理
し
ま
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
に
は
特
に
配
慮
し
て
い
ま

す
。
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
申
し
立
て
が
で
き
る
方
】
個
人
・
法
人
・
そ
の
他
の
団
体
で
、
区
の
機

関
の
業
務
の
執
行
に
関
す
る
事
項
や
職
員
の
行
為
に
つ
い
て
利
害

関
係
の
あ
る
方

【
申
し
立
て
方
法
】「
苦
情
申
立
書
」
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
区
民
の
声
委
員
会
の
窓
口
に
持
参
ま

た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
委
員

と
の
面
談
日
時
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
ほ
か
の
苦
情
処
理
制
度
等
と
競
合
す
る
事
項

や
一
定
期
間
を
経
過
し
て
い
る
事
項
は
、申
し
立
て

が
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
受
付
日
時
】
平
日
の
午
前

9時
～

12時
・
午
後

1

時
～

5時
（
祝
日
等
を
除
く
）

※
木
澤
克
之
委
員
、
渡
辺
日
佐
夫
委
員
の
退
任
に

伴
い
、

7月

1日
に
加
戸
茂
樹
委
員
、

11月

1日

に
山
本
洋
一
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】区
民
の
声
委
員
会（
〒

1
6
0・

8
4
8
4

歌
舞
伎
町

1―

5―

1、第

1分
庁
舎

2階
）（

5

2
7
3）

3
5
0
8・

（

3
2
0
9）

1
2
2
7へ

。

新宿エコ自慢ポイントをご活用ください

区政に関する

苦情をお聞きします 区民の声委員会

東京都大会

最優秀賞（東京新聞賞）
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